
6■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
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　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

福
祉
・
年
金

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
押
山
陽
子

（
城
北
町
）　

▽
第
７
民
生
区
（
黄
金
地
区
）

…
菅
原
長
左
エ
門
（
谷
定
・
上
山
谷
・
金
谷
）　

▽
温
海
地
区
（
温
海
地
域
）
…
佐
藤
美
津
子

（
小
国
・
峠
ノ
山
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
か
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
方

の
額
を
助
成　

■申
９
月
28
日

○金
ま
で
申
請
書
、
通
院
報
告

書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等

を
利
用
し
た
方
の
み
）
を
本

所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ

 

「
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
市
民
と
の
対
話
・
協

働
を
市
政
運
営
の
基
本
と
す
る
私
に
と
っ
て
、

折
に
触
れ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
だ
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
に
向
け
、

８
月
１
日
、
立
地
を
お
願
い
し
て
き
た
上
郷

地
区
・
大
荒
自
治
会
か
ら
ご
同
意
を
頂
い
た
。

こ
の
問
題
を
詳
し
く
知
ら
な
い
方
は
、
ま
だ

同
意
も
得
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
感
じ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　

ご
み
の
処
分
場
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る

上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で

あ
る
。
ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
に
せ
よ
、
現
状
、
本
市
に
お
い
て

処
分
場
を
設
置
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
を
採

る
こ
と
は
、
全
て
他
市
町
村
の
施
設
へ
ご
み

を
運
搬
す
る
と
い
っ
た
手
法
で
も
採
ら
な
い

限
り
で
き
な
い
。
他
方
で
、
そ
の
必
要
性
と

は
別
に
、
処
分
場
が
自
分
の
居
住
地
域
に
隣

接
し
て
建
設
さ
れ
る
場
合
、
多
く
の
場
合
は

歓
迎
さ
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
大
泉
地

区
・
岡
山
自
治
会
に
処
分
場
を
整
備
し
た
と

き
と
同
様
に
、
大
荒
自
治
会
の
同
意
を
得
た

上
で
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
行
政
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
７
月
25

日
、
こ
れ
ま
で
反
対
運
動
を
展
開
し
て
き
た

市
民
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら
整
備
の
了
解
を
頂

「
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
学
校
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
市
民
と
の
対
話

協 （８）

鶴岡市職員採用試験
職員募集

■募集職種・受験資格
▷ 行政（社会福祉士〈社会人経験者〉）…昭和54年
４月２日以降に生まれ、社会福祉士の資格を有
し、民間企業・団体の職員または公務員として社
会福祉分野の業務の経験が５年以上ある方

▷ 行政（学芸員〈社会人経験者〉）…昭和54年４月
２日以降に生まれ、学芸員の資格を有し、文学館
または文学者の個人記念館において、展示会の実
施（企画、パネルデザイン製作含む）、展示図録
の製作（企画、編集）及びチラシ・ポスターデザ
イン製作の経験が５年以上ある方

▷ 技能職〈高卒程度〉…昭和54年４月２日～平成
13年４月１日に生まれた方

※ 行政（社会福祉士）は健康福祉・医療関連業務、
行政（学芸員）は学芸員業務へ従事の予定ですが、
人事異動等によって他の業務となる場合があり
ます。

■試験日時
▷１次試験…10月14日○日午前10時

▷ ２次試験…１次試験に合格した方を対象に11月
中旬に実施予定

■試験会場　

▷１次試験…総合保健福祉センター「にこ♥ふる」
▷２次試験…市役所本所

■申込み受付
▷ ９月３日○月～19日○水に、申込書を市役所本所職
員課へ（郵送の場合、19日○水必着）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
　もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
　封して、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
　馬場町９‐25）へ
▷ 市HP「人事・職員採用」からダウンロード可

■問本所職員課☎内線327
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子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

山
形
県
合
同
海
難
救
助
訓
練

■日
９
月
15
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時　

■場
鼠
ヶ
関
港　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線

１
８
５
ま
た
は
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43

‐
４
６
１
１
へ　

■他
訓
練
実
施
中
は
鼠
ヶ
関

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

き
、
そ
の
後
の
大
荒
自
治
会
で
の
説
明
会
で

は
、
出
席
し
た
全
て
の
方
が
挙
手
に
よ
り
賛

成
。
自
治
会
長
さ
ん
か
ら
自
治
会
と
し
て
の

同
意
文
書
を
頂
戴
し
た
。
ご
理
解
を
頂
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

８
月
５
日
、
ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り
に
参
加
。

神
楽
や
獅
子
踊
り
な
ど
、
地
域
で
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
祭
は
見
応
え
が

あ
っ
た
。
雨
天
の
た
め
に
同
時
開
催
の
焼
肉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
中
止
に
。
降
り
止
ま
な

い
雨
が
気
に
な
り
市
役
所
に
登
庁
す
る
と
、

５
月
の
と
き
と
同
様
に
河
川
の
氾
濫
の
危
険

が
市
内
各
地
で
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
、

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
、
災
害
対
策
本
部

の
立
ち
上
げ
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
、
避
難
勧
告
の
発
令
と
対
応
に
追
わ
れ

た
。
国
や
県
は
助
言
は
し
て
く
れ
て
も
、
そ

の
最
終
的
な
判
断
、
対
応
は
住
民
に
最
も
近

い
距
離
に
い
る
市
役
所
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

の
だ
。

　

今
回
の
対
応
で
は
避
難
指
示
を
出
す
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
激
し
い
雨

が
降
り
続
け
ば
人
命
に
関
わ
る
河
川
の
氾
濫

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
瀬
戸
際
だ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
市
の
役
割
と
し
て
、
た
と
え
深

夜
で
あ
っ
て
も
、
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る

と
き
に
は
迅
速
な
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
、
市
民
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

　

ご
み
処
分
場
の
問
題
も
災
害
対
応
の
問
題

も
、
市
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
な
く
て

は
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
心
に
届
く

言
葉
を
発
し
て
い
き
た
い
。

青少年育成センターが櫛引庁舎に移転します
移転

■問管理課（櫛引庁舎）☎57‐4861

　10月１日に青少年育成センター（現末広町３‐１マリカ東館２階）が、櫛引庁舎２階に移転します。
　青少年育成センターでは、街頭指導等による非行防止活動や不審者情報に基づく巡回、非行や怠学、ひきこ
もりなどの相談業務を行っています。

■■新所在地　　〒997‐0346　鶴岡市上山添字文栄100
■■新電話番号　☎57‐2108　　57‐2104
■■開所日　　　月曜～金曜日（祝日、年末年始を除く）
■■開所時間　　午前８時30分～午後５時15分

■相談フリーダイヤル
　　　　　　　☎0120‐028‐234

中小企業者の生産性向上のための設備投資を支援します
中小企業支援

■申先端設備等導入計画…本所商工課☎内線593
固定資産税…本所課税課☎内線207

■■支援の要件　

▽先端設備等導入計画を策定し市の認定を受けること

▽  市内事業所への先端設備等の導入で、労働生産性が

年率３％以上向上すると見込まれること
■■支援措置　導入した設備にかかる固定資産税を３年
間免除、国の補助金の優先採択等　
■■対象設備　機械装置、測定工具及び検査工具、器具
備品、建物附属設備、ソフトウエア
■他申請書類等は市HPからダウンロード可

　中小企業者が労働生産性を向上させるための先端
設備等を導入する場合、支援措置を行います。

▲櫛引庁舎２階配置図

鶴岡市
芸術文化
協会

青少年育成
センター

教育
部長室

社会教育課 総務企画課 櫛引庁舎
支所長室

FAX
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蜂
の
巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野

菜
や
果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
近
く
の
駐
在
所
（
警

察
署
）
か
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
、
見
掛
け
た

際
の
状
況
等
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
っ
て
行
く　

▽
暗
く
な

る
前
に
帰
る　

▽
熊
に
注
意
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

後
羽
に
印
が
つ
い
た
赤
と
ん
ぼ

を
探
し
て
い
ま
す

　

ほ
と
り
あ
で
は
、
赤
と
ん
ぼ
（
ア
キ
ア

カ
ネ
）の
季
節

移
動
の
調
査
の

た
め
、
後
羽
に

銀
色
の
ペ
ン
で
、

下
の
写
真
の
よ

う
な
印
を
付
け

て
い
ま
す
。
見

掛
け
た
方
は
、

本
所
環
境
課
☎

内
線
７
２
０
ま
た
は
自
然
学
習
交
流
館
ほ
と

り
あ
☎
33
‐
８
６
９
３
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

調
査
票
で
お
願
い
し
ま
す
。

■日
９
月
上
旬
〜
10
月
中
旬　

■問
本
所
情
報
企

画
課
☎
内
線
６
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総

務
企
画
課
へ

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
地
震
に
よ
る

電
気
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
原
因
が
特
定
さ
れ
た
火

災
の
う
ち
、
約
６
割
が
電
気
に
よ
る
出
火
で

す
。
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
、
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
地
震
発
生
時
に

外
出
中
だ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
し
て
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
地
震
の
揺
れ
を
感
知

し
、
自
動
的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP熊

の
出
没
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

熊
の
目
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
秋
に
な

る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に
夕
方
と
早
朝

は
、
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
山
や
山
際
の

農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、

鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、

音
の
よ
く
出
る
も
の
を

携
帯
し
、
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

熊
は
蜂
蜜
が
好
物
で
す
。

９
月
21
日
〜
30
日
は

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
２
階
建
長
屋

・
３
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
１
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
３

日
○月
〜
20
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
産
業
建

設
課
へ住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

対
象
地
域
の
各
世
帯
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。
回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
紙
の

漁
港
の
岸
壁
等
へ
の
立
入
り
不
可

９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
７
日
○金
〜
24
日
○月　

■時
・
■場
上
下
水

道
部
…
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分　

水
道
資
料
館
…
午
前

10
時
〜
午
後
４
時　

■内
下

水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー

ル
応
募
作
品
の
展
示
、
標

語
作
品
へ
の
投
票　

■問
同

部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
同
課
で

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
中
。
市
HP

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

９
月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

▽
動
物
は
終
生
大
切
に
飼
い
、正
し
い
知
識
・

責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
（
動
物
を
虐

待
・
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁

殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て

ら
れ
な
い
場
合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う　

▽
毎
日
の
世
話
を
通
し
て
健
康
管

理
を
し
、
動
物
の
種
類
に
合
っ
た
快
適
な
環

境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
マ
ナ
ー
を
良
く
し
、

動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
で
き
た
場

合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４

７
４
８
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
た
め
の
掲
示
板

も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６

２

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

。

※可能であれば写真を撮ってください。

「Ⅰ・Ⅱ」
などの記号

「●・Ⅰ」
などの記号
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ヘルプマーク・ヘルプカードを配布します
障害者等への支援

■問本所福祉課☎内線130

ヘルプマーク
　義足や人工関節を使用している方、内部障害や
難病の方、または妊娠初期の方などの、外見では
分からなくても援助や配慮を必要としている方が、
周囲にそのことを知らせるためのものです。

ヘルプカード　
　障害のある方などがふだんから身に付けておく
ことで、緊急時や災害時、困ったときなどに、周
囲に配慮や手助けをお願いしやすくするためのも
のです。

　ヘルプマーク・ヘルプカードを身に付けた方を見掛けた場合は、「必要な支援はないか尋ねる」「電車・バ
スの中で席を譲る」「災害時、安全に避難できるよう支援する」など、思いやりのある行動をお願いします。 

　妊娠初期の方や障害のある方などを支援するため、「ヘルプマーク」「ヘルプカード」を配布します。どち
らも、支援が必要なことを周囲に知らせる効果と、周囲の方に支援を促す効果があります。

▼ヘルプマーク ▼ヘルプカード（以下の４面のほか、自由記載の面も合わせた５面）

■■ヘルプマークの使い方
▷ カバン等に取り付ける（吊り
下げバンド付）
　※ 常時身に付ける、必要な時に
身に付ける等、用途に応じて
ご使用ください。

■■ヘルプマークの配布方法等
▷ 配布申込書の提出（各種障害者手帳の提示や印鑑
などは不要）
▷ 配布の申込みは原則本人またはその家族
▷配布は申込者１人につき１個まで

■■ヘルプカードの使い方
▷ 折り畳んでケースに入れカバン等に取り付ける
　※常時身に付ける、ふだんは財布やカバンにしま
　　っておいて配慮や手助けをお願いしたいときに
　　提示する等、用途に応じてご使用ください。

■■ヘルプカードの配布方法等
▷ 窓口…配布を申し出てください（申込書の提出や
各種障害者手帳の提示は不要）
▷ ダウンロード…市HPからダウンロードし、印刷
することで、自身で作成することができます。９
月３日○月からダウンロードが可能です

■■共通
▷配布開始日　９月３日○月　
▷配布場所　　本所福祉課、各地域庁舎市民福祉課

▷費用　　無料　※数に限りがあります。
▷その他　原則郵送での配布はしません

※デザインを変更する場合があります。
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